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市の最上位計画である「第２次総合計画（期間：平成 26～35 年度）」の

中間見直しにあたり、地方創生のために策定した総合戦略の中で、新たな取

組として位置づけた「まちづくり若者サミット」を開催します。 

次世代を担う若者たちにも、まちづくりに参加してもらう機会をつくり、

若者の斬新な発想やアイデアを、第２次総合計画（後期基本計画）に反映し

ます。 

 

1 参加者 

（1）対象 市内在住・在学・在勤の若者（18歳から概ね 35歳まで） 

（2）人数 17名 

※内訳 社会人 9名  学生 8名 

（うち 男性 11名 女性 6名） 

 

2 実施内容 

平成 29年度から 30 年度にかけて、全 8～９回開催 

・第１回   実施要領説明、市内視察（主要な公共施設や地域資源等） 

・第２回以降 グループ別・テーマ別のワークショップ方式で討議 

※平成 30年度には、市民シンポジウムでの発表等も想定 

 

時期 
H29年 H30年 

7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7月～ 

内容 

     

 

3 討議テーマ及び方法 

・テーマ(案) 「若者が住み続けたいまち、住みたいまち」について 

・方法    参加者を 2グループに分け、毎回異なる共通課題を討議 

 

【問い合わせ先】 企画政策課（042-460-9800） 

まちづくり若者サミット開催 
～若者が西東京市の未来をつくる～ 

西東京市 

実
施
概
要
説
明 

市
内
視
察 

グループ別討議 

若
者
提
案
ま
と
め 

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
の
発
表
等 

計
画
へ
反
映 



資料９ 
 

資料のポイント 

 

 

 

 

・ 西東京市まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置付けた事業で、若者をターゲ

ットに、継続してまちづくりに参加してもらう仕組みは、本市で初の取組 

・ 将来のまちづくりを見据え、若者のアイデアを後期基本計画へ反映させる。 

・ 若者の斬新な発想やアイデアを取り入れることで、若者が住み続けたいまち、

住みたいまちの実現を目指す。 


